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老健 だよ り
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研 J用者に関わらせてK中くS、とメ祓)しい 言葉
印象的だっ賜 面1颯たちのM中にしつ

…

ていま魂それま困難1敏蝶卜した時には
力とな吹主逮 時で栃はK絡 力ヽ力 えヽのない"つながり"で魂 今回は研 J用者との臨
まな吐ν―ドを職員の皆されU伺いました。
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天気の悪い日の通所送迎
の際、「吹雪の中、大変だのぉ。
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リハを担当している方に
「あんただば一生懸命頑張て

くっも さ吠あだしも頑張らねばね/」 と

言って下さった事が今の私の原動力となっ

ていま魂 担当させて頂いた方 の々目標に

合わせて達成感を導き出し、その方らしい

生活ができるよう寄り添うケスサービスを

績封共していきたい■含九
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以前から消極的で周りと

比べてしまう自分が嫌でした。
ある利用堵調にから「あんたは穏やかで安心

するの」と言われた事でほっとしました。欠点
と捉えていたことも受け入れられたことで自
催勤漂くたことに感謝していま魂
相手のいいところを見つけることはもちろん、
欠点もその方のイロ性と捉え、ケアを通してそ
の方の自信に繋げられたらと思っていま魂

いづもありがどの～。」と声をかけて頂ける
ことが私の一番の励みで丸
このように励まし、支えて下さる皆様

の声に感謝 る気詩ちを忘れ式人に明
かりを燈蹴 けられるドライバーでありた
いと思っております/

体調が思わしくなく、日を
つむったままだった■れしかし、 .義f鑢爾菫苺言菌諄多・

設 曰ケーキを捕めてお祝いすると目を

開けニコッと笑顔を見せてくれた瞬間が

今でも私の宝物となっていま魂これからも
お誕生会を通して一人でも多くの方の笑
顔に出会え、元気をもらえるよう、ケーキ形
態なども工夫しながら取り組んでいきたい
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排
泄
す
る
役
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あ
る
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高
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圧
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苦
味
成
分
で
あ
る
こ
れ
ら
は

肝
機
能
を
強
化
し
新
陳
代
謝
を
促
進
し
た
り
、活
性
酸
素

な
ど
の
発
ガ
ン
物
質
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
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血
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の
形
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を
促
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、貧
血
を
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す
る
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が
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後
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上
昇
を
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が
あ
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。
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今
回
は
、免
疫
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し

ま
ｔ

免
疫
機
能
に
は
「タ
ン
パ
ク
質
、食
物
繊
維
、ビ
タ
ヽヽヽ
ン
Ｂ
群
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
、ビ
タ
ヽヽヽ
ン
Ｄ
、
亜
鉛
、銅
、鉄
、乳
酸
菌
」
等
の
多
く
の
栄
養
素
等
が
関

係
し
て
い
ま
す
。感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
の
特
定
の
成
分
や
栄
養
素
は
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
「○
○
を
食
べ
れ
ば
感
染
症
を
予
防
で
き
る
ノ
」と

い
っ
た
誤
っ
た
情
報
に
は
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
が
フ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
す
る
こ
と
は
免
疫
機
能
に
関
わ
る
栄
養

素
を
ま
ん
べ
ん
な
く
摂
る
こ
と
が
で
き
、結
果
と
し
て
病
気
に
か
か
り
に
く
い

身
体
を
作
る
つ」と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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玉
菌
を
増
や
し
て
腸
内
環
境
を

整
え
る
べ
し
／

一二
、免
疫
機
能
に
よ
い
ビ
タ
ヽヽヽ
ン
Ｄ
を

積
極
的
に
摂
取
す
る
べ
し
／

ま
た
、ビ
タ
ヽヽヽ
ン
Ｄ
は
魚
、卵
、き
の
こ
類
な
ど
の
食
材
か
ら
多
く
摂
取
で

き
る
他
、
日
光
に
あ
た
る
こ
と
で
皮
膚
か
ら
も
合
成
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、様

々
な
食
材
を
組
み
合
わ
せ
て
が
フ
ン
ス
良
く
食
べ
る
こ
と
と
、通
度
な
運
動
や

日
常
の
活
動
の
中
て
外
に
出
る
０」と
が
大
切
で
す
。
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ら
は
の
運
動
数
室

・
上
田
で
ヽヽ
セ
ン
で
は
今
年
度
も
農
閑
期

■
男
性
だ
け
の
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
↓

た
。地
区
の
近
所
同
士
、地
域
で
の
顔
見
知

．り
な
ど
、気
心
知
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
せ
い
か
一

ｔ
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も
楽
し
そ
う
で
気
持
ち
が
ゆ
っ
た
リ

ｔ
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感
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の
柔
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等
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ら
の
体
作
り
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し
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い
る
方

・が
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で
も
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い
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も
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血
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促
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れ
、代
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①
不
調
が
出
に
く
い
体
に
な
る

正
し
い
動
き
を
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れ
る
と
姿
勢
が
自

な
の
上
に
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と
リ
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こ
り
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痛
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ま
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ｋ
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②
代
謝
が
ＵＰ
し
、痩
せ
や
す
い
体
質
ヘ

活
動
量
が
増
え
代
謝
が
ア
ッ
プ
し
ま
十

，
た
で
は
ぐ
機
季
は
れ
た
は
子
で
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免
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ロ
ナ
禍
て
面
会
や
施
設
行
事

も
制
限
さ
れ
は
画
や
が
鶉
き
ま
し
た
。来
年
度
こ
そ
は
、

用
者
様
と
ご
蜃
巖
と
の
燒
が
り
が
尋
閥
さ
れ
、職
員
も
本

来
の
ケ
ア
を
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供
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／
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